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みやぎ生協蛇田店会場にて 

北海道で楽しい思い出ができました 

 

 

 

 

 

  
 

 
 

● 子ども達の生きる力（思い出づくり）プロジェクト 

 

被災した地域の子どもたちに、

夏休みの思い出に残る体験をし

てもらおうと、みやぎ生協学校

部は「みやぎの子どもたち思い

出づくりプロジェクト」を企画

しました。この企画には全国の

生協や、みやぎ生協に寄せられ

た募金を活用させていただきま

した。応募総数は 16,886 人で、

厳正な抽選の結果小学生 534
人・中学生 80 人を招待しました。 
小学生は東京ディズニーラン

ドと、全日空機体整備工場見学。

中学生は北海道東川農協での収

穫や、旭山動物園、カルビー工

場などを見学・体験するのが目

的です。 
その第 1 回目の中学生コー

スは７月 23 日（月）～25 日

（水）に行われました。参加

者のほとんどが初顔合わせ、

北海道や飛行機も初めてとい

う子どもが多く、当初は緊張

気味でした。しかし、東川農

協さんの手厚い対応のバーベキ

ューや収穫体験、動物園・工場

見学などのプログラムが進むご

とに打ち解けて、最後は「この

メンバーだけで新しく学校を作

りたい」などと言う子どもも。

大自然を満喫し、新しい友だち

ができたり、生涯忘れることの

ない思い出を作ったことでしょ

う。小学生コースも晴天に恵ま

れ、子ども達の明るく満足した

笑顔が印象的でした。 
（総務部機関運営課課長 

 稲葉勝美） 

 

 

 
 
● 復興支援コンサート「Sharing～シェアリング～２０１２ in 宮城」開催♪ 
 

全労済宮城県本部では、

「Sharing～シェアリング～

2012 実行委員会」と、みやぎ生

協の共催で、復興支援コンサー

ト「Sharing～シェアリング～

2012 in 宮城」公演を、７月 21
日（土）三井アウトレットパー

ク仙台港、翌 22 日（日）みやぎ

生協蛇田店で開催いたしました。 
呼びかけ人の庄野真代さんを

はじめ、四角佳子さん、山木康

世さん、田川律さん、桑江知子

さん、原田真二さんなど、現役

で活躍するミュージシャンたち

が出演。開場後すぐに、ご用意

した席も満席になり、公演が始

まるとコンサートを知らなかっ

た皆さまも足を止め、いつの間

にか観客席の回りは、音楽と歌

に耳を傾ける人でいっぱいにな

りました。各出演者は、個人の

代表曲をはじめ、アレンジ曲な

どを披露。公演の最後には、出

演者全員がフィナーレ曲を合唱

し閉幕。音楽や歌に合わせて、

会場が一体となり手拍子や声を

合わせて歌うなど、約２時間の

短い時間ではありましたが、皆

さまには楽しい時間を過ごして

いただけたと思います。 
（専務理事 阿部田克美） 
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みんなで記念撮影 

【2012 年 3 月の視察の様子】 

閖上地区日和山にて板垣理事長によ

る案内（上段） 

七ヶ浜ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰにて（下段） 

 

 

 

 

 

  
 

 
 

● 山元町花釜地区で「夏まつり」開催 

 

7 月の支援活動では、地元花

釜地区の被災者さんやみやぎ県

南医療生協の理事、組合員、そ

して医療生協の近畿ブロックの

みなさんと準備をすすめてきた

夏祭りが、７月 14 日（土）に開

催されました。 
幸い雨はふらず、地元花釜の

住民のかただけでなく、仮設住

宅からも大勢の被災者の方々が

家族づれで参加されました。フ

リーマーケット、綿あめ、カキ

氷、水ヨーヨー掬いなどの縁日

コーナーや、特製きづがわラー

メン（木津川医療生協）、セン

トラルキッチンハーモニ

ーのカレーライスコーナ

ー、参加者全員のビンゴゲ

ームもあり、まつりは 10
時から始まり、各コーナー

ともたくさんの人で賑わ

い、250 人の参加で盛況の

うちに終わりました。 
今回の行動に参加され

た団体は、ヘルスコープ大

阪、かわち野医療生協、同人会、

宝塚医療生協、尼崎医療生協、

神戸医療生協、クリエイト兵庫、

北野田医療生協、乙訓医療生協、

ハーモニー、リップル、北海道

勤医協ＣＫ、みやぎ県南医療生

協、合計 70 人。今後も地元の

方々の意見、要望をもとに様々

な支援活動を続けてまいります。 
（常務理事 児玉芳江）

 

 

 
● 「被災地視察」 

 
東北事業連合では、今年の 3

月から月 1 回のペースで被災地

視察を行っています。視察では、

名取市閖上地区から七ヶ浜ボラ

ンティアセンターまでをバスで

巡回します。 
被災地視察の目的は、大学生

に被災地の状況を自分の目で見

て感じてもらうことで、今後の

復興支援活動に一歩踏み出して

もらうことです。 
当初は 20 人ほどの参加者数

でしたが、7 月 7 日（土）の視

察では約 120 人の参加がありま

した。参加した学生達の多くは

「TV や写真で見るのと現実は

全然違う」と驚きを隠せません。

また、自分の気持ちの整理がつ

くまで何度か視察に参加し、ガ

イドボランティアとして企画運

営に関わるようになった学生も

います。 
今後も東北事業連合では、被

災地視察を継続して行い、被災

地の現状を多くの学生たちに伝

えながら、学生ボランティア活

動支援を進めていく予定です。 
（常務理事 峰田優一） 
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エル・パーク仙台での学習会の様子 

 

 

 

 

 

  
 

 
 

● 「第２回食のみやぎ復興ネットワーク総会」開催 

 

７月７日（土）仙台市青葉区

の勝山館で「第２回食のみやぎ

復興ネットワーク総会」が開催

され、強い雨の中、114 団体か

ら 258 人が参加しました。 
当日は代表幹事のみやぎ生活

協同組合宮本弘専務理事から、

ネットワーク結成後１年間の活

動が紹介されました。 
その後、生産者を代表して全

国農業協同組合連合会宮城県本

部営農企画部官澤千浩部長と、

宮城県漁業協同組合芳賀長恒経

済事業担当理事から、それぞれ

の分野での復旧復興状況と、生

まれてきている新しい可能性に

ついて、またこの間取り組んだ

プロジェクト活動から「仙台白

菜プロジェクト」について、み

やぎ生活協同組合店舗商品部今

野一彦農産部門統括が報告しま

した。 
その後、全国農業協同組合連

合会宮城県本部千葉和典本部長

が２年目を迎えるネットワーク

の活動提起を、閉会あいさつは

幹事団体から東北国分株式会社

降幡進代表取締役社長がそれぞ

れ行いました。 
最後に、参加者全員で集合写

真を撮影し、この写真を７月 10
日（火）の河北新報朝刊に掲載

したネットワークの全面広告に

使用しました。 

（みやぎ生協店舗商品部・食のみ

やぎ復興ﾈｯﾄﾜｰｸ事務局 藤田孝）

    

  

 

 
 

 

● 学習講演会「これからのエネルギーを考えよう」を県内３会場で開催 

 
みやぎ生協は東京電力福島第

一原発事故を受け、「原子力発

電とこれからのエネルギーにつ

いてのみやぎ生協の考え～原子

力発電に対するみやぎ生協の見

解～」をまとめ、4 月に公表し

ました。 
そこで、この問題への理解を

深め、これからのエネルギーの

あり方について学び、考える学

習講演会を県内３会場で開催し

ます。 
その第 1回目を 8月 8日（水）、

エル・パーク仙台で 80 人の参加

で開催しました。第 1 部講師の

長谷川公一さん（東北大学大学

院文学研究科教授）に、「原子

力発電にたよらないこれからの

エネルギーのあり方」、第 2 部

講師の中田俊彦さん（東北大学

大学院工学研究科教授）に、「再

生可能エネルギーと地域社会と

くらし」をテーマに、それぞれ

ご講演いただきました。実例を

交えながらのお話は大変わかり

やすく、この問題について考え

ていく上での導きになりました。 
第２回は 9 月 4 日（火）大崎

市民会館、第３回は 9 月 26 日

（水）大河原駅前コミニティー

センターで行います。 
この学習講演会を通じて、「こ

れからのエネルギー」について

議論が広がっていくことと思い

ます。 
（くらしの活動事務局 

 昆野加代子） 
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全国の生協の仲間が集まりました。 

塩化カリ散布の様子（筆甫地区） 

 

 

 

 

 

  
 

 
 

● やむことのない脱原発の声『さようなら原発 10 万人集会』に 17 万人 

 

6 月 16 日（土）、野田総理は

官邸を取り囲む「再稼動反対」

の声を無視して、大飯原発を再

稼動しました。しかし、子ども

達に安心して生きられる未来を

手渡したいと願う市民にとって

は許しがたいことであり、再稼

動反対の声はやむことなく、全

国に抗議行動が広がっています。 
あいコープみやぎは、7 月 16

日（月・祝）大江健三郎さんら

が呼びかけた「さようなら原発

10 万人集会」に、役職員と組合

員 9 人で参加しました。猛暑の

中、脱原発集会では最大規模の

17 万人が集い、会場の代々木公

園サッカー場を埋め尽くし、野

外音楽堂広場や道路まで子ども

の参加もあり老若男女の市民で

あふれました。 
集会の後のデモでは、「こど

もを守ろう」「原発いらない」

「再稼動反対」の声を上げ、沿

道の人々と微笑みを交わしなが

ら脱原発への思いを伝えました。 
黙っていられないからデモに

行く。一人ひとりが意思表示す

る場として、デモは当たり前に

なりつつあります。そして「動

く集会」さながら、人と人との

つながりを育む場にもなってい

ると強く感じます。 
仙台でも「みやぎ金曜日デモ」

が始まりました。あきらめない

で意思表示し、仲間の輪を広げ

ていきたいと思います。 
（理事 鈴木智子） 

 

 

 

● 放射能汚染に対するとりくみについて 

「絶対安全」だったはずの原

発に大事故が発生、南東北、北

関東の広い範囲に放射性物質が

降下し、地場産農畜産物に対す

る安全性への不安が、生産者・

消費者ともに大きな問題となっ

ています。 
昨年の 5 月中旬に福島県境に

ある牧場の牧草から暫定規制値

を超える放射性セシウムが検出

され、7 月には稲ワラと肉牛か

らも確認されました。肉牛につ

いては全頭検査体制を確立、乳

牛、繁殖牛に与える牧草は代替

粗飼料を供給し、安全性を確保

しているところです。 
去年 9 月には県の指導により

米の放射性物質調査を実施、基

準値を大きく下回りました。本

年 4 月以降の新基準値 100 ベク

レル/kg にむけ、ＪＡみやぎ仙南

管内の市町から支援を受け、全

水稲作付面積にセシウム吸収抑

制対策として「不検出」を目標

に塩化カリを散布しました。 
ＪＡみやぎ仙南としては、今

後とも行政の検査公表体制に全

面的に協力するとともに、日本

生協連等で実施した福島県内

100 世帯の食事中に含まれる放

射性物質検査結果など、科学的

で冷静な視点から生協メンバー

さんとともに風評被害に立ち向

かって行きたいと考えます。 
（営農経済部部長 三戸部文夫） 
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